
群馬県生態系等被害防止外来種リスト　掲載種の付加情報 R6.12.18時点

番号 区分 科名 和名（別名、流通名） 学名 特定外来生物 定着段階 定着段階に関するコメント 特に問題となる地域や環境
生態系へ
の影響

経済・
産業被害

人体への
被害

対策の優
先度

対策方法・対策実施時の注意点など
（分類により取扱いが異なるため、具体的な記載が可能な種のみ記載）

1 対策優先種 サンショウモ 外来アゾラ類 Azolla spp. 一部 定着
報告事例は少ないが、水面を覆うよう
な繁茂もある。

溜池・湿田 ◎ ○ △ ○
水面を覆い尽くすように速やかに増殖する。植物体が小さく、ちぎれやすいため、1回の駆除作業で全て
を回収することは難しく、監視と回収を繰り返すことが必要。水域での駆除作業になるため安全確保が
必須。まずはアゾラ農法水田から逸出させないための対策を徹底させる必要がある。

2 対策優先種 サトイモ ボタンウキクサ Pistia stratiotes 〇 定着
太田市で越冬記録あり。東毛や西毛
の他の地点でも逸出記録あり。

池沼 ◎ ○ △ ○
現状では県内の侵入地での駆除は完了している。再侵入があった場合、早期に駆除しないと株分かれ
で迅速に拡大し、夏季には水面一面に状態となり駆除が困難となる。今後も野外に放逐しないことが重
要である。

3 対策優先種 アリノトウグサ オオフサモ
Myriophyllum
aquaticum

〇 定着
前橋市東部以東及び富岡市の複数地
点でクローン形成

池沼・平地河川 ◎ ○ △ ○
人為的攪乱のある池沼・水路に速やかに侵入し広く分布するため、まずは当該地の特定と監視が必
須。再生力が高いため、駆除には複数年の引き抜き完全撤去が必須。水域での駆除作業になるため安
全確保が必須。

4 対策優先種 ウリ アレチウリ
Sicyos
angulatus

〇 定着
平野部の川沿いを中心に標高600m以
下に広く分布する。

河畔、耕作地周辺 ◎ ○ 〇 ○

人為的攪乱地（工事、残土、河川敷など）に速やかに侵入し広く分布するため、まずは当該地の特定と
監視が必須。一年草であるが発芽時期が早春で生長速度が速いので、発見時には巨大化してしまって
いることが多い。群生し秋に大量の種子を散布する。種子は長く生存するので、駆除には複数年、つる
の伸長前に実生を全て引き抜くことが必須。つるを刈り払いしても萌芽・開花・結実するので効果がな
い。また茎の毛が硬く触れると擦過傷を負う危険性があるので、特に結実期の駆除作業は危険。

5 対策優先種 ゴマノハグサ オオカワヂシャ
Veronica
anagallis-
aquatica

〇 定着
沼田市・高崎市（旧榛名町）より下流
側の河川に広く定着。また長野原町で
も局所的に定着。

平野部の河川。特にわんどや
残沼。

◎ △ △ ○

人為的攪乱のある池沼・水路に速やかに侵入し広く分布するため、まずは当該地の特定と監視が必
須。秋に発芽し冬に生長するため、見逃されやすい。春に大量の種子を散布するため、駆除には複数年
（開花前）の引き抜き完全撤去が必須。刈り払いでは萌芽・開花・結実するので効果がない。水域での駆
除作業になるため安全確保が必須。多くの地点で絶滅危惧種カワヂシャと混生しているため、葉と花の
形態の違いから識別しなくてはならない。このため、種子が形成されるまでの花期に駆除作業を行う必
要がある。

6 対策優先種 キク オオキンケイギク
Coreopsis
lanceolata

〇 定着 全県の路傍や河川沿いに広く定着。 河川軸 〇 △ △ ○

園芸用・国道緑化のために意図的導入され、拡大した。人為的攪乱地（工事、残土、河川敷など）に速
やかに侵入し広く分布するため、まずは当該地の特定と監視が必須。開花するまでみつけにくく、発見
時には巨大化してしまっていることが多い。群生し夏に大量の種子を散布するため、駆除には複数年
（春から初夏）の引き抜き完全撤去が必須。地下部は発達せず、花が咲けば目立つので駆除作業は容
易であるが、特定外来種であることを知らずに温存したり増やしている場合もあるので周知徹底が必
要。

7 対策優先種 キク ミズヒマワリ
Gymnocoronis
spilanthoides

〇 定着
平野部（藤岡市・佐野市より下流側）
の河畔に広く定着。

平野部の河川。特にわんどや
残沼。

◎ △ △ ○

アクアリウム等観賞用に意図的に導入された。人為的攪乱のある池沼・水路に速やかに侵入し広く分布
するため、まずは当該地の特定と監視が必須。無性繁殖により群生し秋に大量の種子を散布し、さらに
植物体の断片からも容易に発根・再生するため、駆除には複数年（開花前）の引き抜き完全撤去が必
須。刈り払いでは萌芽・開花・結実するので効果がない。

8 対策優先種 キク オオハンゴンソウ
Rudbeckia
laciniata

〇 定着 主に山地に広く定着。 草原、湿原縁、低木林 ◎ △ △ ○

園芸用のために意図的導入され、拡大した。人為的攪乱地（工事、残土、河川敷など）に速やかに侵入
し広く分布するため、まずは当該地の特定と監視が必須。再生力が強く無性繁殖により群生し、秋に大
量の種子を散布するため、駆除には複数年（開花前）の引き抜き完全撤去が必須。刈り払いでは萌芽・
開花・結実するので効果がない。花が目立つので特定外来種であることを知らずに温存したり増やして
いる場合もあるので周知徹底が必要。

9 対策優先種 ハゴロモモ
ハゴロモモ（フサジュンサ
イ、カモンバ）

Cabomba
caroliniana

定着
東毛（板倉町）、西毛（安中市）に侵入
し在来種を駆逐した事例がある。

池沼・溜池 ◎ △ △ ○
密生することがあるが、池沼から逸脱することはなく、駆除範囲は広くない。ただし、水域もしくは池の水
を抜いての駆除作業になるため安全確保が必須。

10 対策優先種 ユリ
シンテッポウユリ（新鉄砲
ユリ、タカサゴユリ）

Lilium ×
formologi

定着
前橋市などの平野部及び皇族道路沿
いの路傍のほか、渋川市赤城町では
利根川の露岩にも生育している。

露岩地、低茎の草地 ◎ △ △ ○
岩やコンクリートのすき間に入り込むことがあり、鱗茎まで引き抜くことは難しい。種子を大量に生産し爆
発的に増殖するので、最低限、結実させないように地上部を刈り取ること。花が美しいので外来種である
ことを知らずに温存したり増やしている場合もあるので周知徹底が必要。

11 対策優先種 トチカガミ
オオカナダモ（アナカリ
ス）

Egeria densa 定着 平野部の溜池・河川沿いの水域 溜池・河川 ◎ ○ △ ○

アクアリウム等観賞用に意図的に導入された。人為的攪乱のある池沼・水路に速やかに侵入し広く分布
するため、まずは当該地の特定と監視が必須。無性繁殖するため、駆除には複数年（開花前）の引き上
げ完全撤去が必須。中途半端に巻き取り回収しただけでは再生するので効果がない。水域での駆除作
業になるため安全確保が必須。

12 対策優先種 トチカガミ コカナダモ Elodea nuttallii 定着
平野部から尾瀬沼・赤城大沼まで群
馬県の沈水植物では最も普通種に
なっている。

あらゆる水域 ◎ ○ △ ○

アクアリウム等観賞用に意図的に導入された。人為的攪乱のある池沼・水路に速やかに侵入し広く分布
するため、まずは当該地の特定と監視が必須。無性繁殖するため、駆除には複数年（開花前）の引き上
げ完全撤去が必須。中途半端に巻き取り回収しただけでは再生するので効果がない。水域での駆除作
業になるため安全確保が必須。

13 対策優先種 トチカガミ
アマゾントチカガミ（アマゾ
ンフロッグピット、リムノビ
ウム・ラエビガータム）

Limnobium
laevigatum

定着
東毛（邑楽町）で定着しているほか
2022年以降沼田市や前橋市からも記
録された。

池沼、溜池、河川の堰周辺 ◎ △ △ ○

群馬県での分布は限定的だが、侵入地点は増加の兆候がある。特に県南部では越冬・定着の可能性
が高い。いったん侵入すると分株してよく増えるため、侵入初期に駆除することが必要。分株により迅速
に拡大する夏季には、駆除しても子株が残るため効果が低くなる。見つけ次第回収することが必要。野
外に放逐しないことが最も重要な対策である。

14 対策優先種 トチカガミ

外来セキショウモ（オオセ
キショウモ（ジャイアント
バリスネリア）、セイヨウセ
キショウモに酷似した外
来種）

Vallisneria
gigantea、
Vallisneria spp.

定着
館林市の1河川（樋管）で定着し、在来
種への脅威になっている。

河川 ◎ △ △ ○
群馬県での分布は限定的。侵入初期に駆除することが必要。流れのある水域での駆除作業となるので
安全確保が必須。

15 対策優先種 アヤメ キショウブ
Iris
pseudacorus

定着 全県の水辺に広く定着している 河畔、池沼畔、湿地 ◎ ○ △ ○

園芸用のために意図的導入され、拡大した。人為的攪乱地（水路、池沼、河川敷など）に速やかに侵入
し広く分布するため、まずは当該地の特定と監視が必須。再生力が強く無性繁殖により群生するため、
駆除には複数年（開花前）の引き抜き完全撤去が必須。刈り払いでは再生するので効果がない。花が目
立つので外来種であることを知らずに温存したり増やしている場合もあるので周知徹底が必要。

16 対策優先種 ミズアオイ
ホテイアオイ（ウォーター
ヒヤシンス）

Eichhornia
crassipes

定着
平野部・丘陵地でいくつか採集記録が
あり、板倉町では越冬を確認してい
る。

溜池、河川の堰付近 ◎ ○ △ ○ 寒さに弱いため、冬には衰退することが多い。夏季、水面一面に株が分かれた状態での回収は困難。

17 対策優先種 イグサ コゴメイ Juncus sp. 定着
渋川市以南の池沼や河川沿い、さら
に水田放棄地に広く分布している

河川、池沼、湿地、休耕田 〇 〇 △ ○
極めて多数の河川敷や放棄水田、荒廃溜池に分布し、県全域での駆除は難しいと考えられる。湿った
場所に強固な株を作るため、人力だけでの駆除作業は困難で、重機の投入も必要。また形態が似てい
る在来種のイグサやホソイとの識別をしながら駆除作業を行う必要がある。

18 対策優先種 カヤツリグサ メリケンガヤツリ
Cyperus
eragrostis

定着
伊勢崎市以東の平野部に侵入し、雑
草化している。

平野部の湿地、池沼畔、河川
敷

◎ ○ △ ○
分布域が広いので全域での駆除は難しいと考えられる。河川に沿った分布をする場合は水系単位の駆
除計画が必要。引抜は容易だが、種子は長く生存すると考えられるため、継続的な駆除が必要である。

19 対策優先種 イネ メリケンカルカヤ
Andropogon
virginicus

定着 全県、特に南部に広くみられる。
貧栄養な草原、湿原、河畔の
草地

◎ △ △ ○
絶滅危惧種の生育域にもよく生育する。駆除は種子が形成される前に行うべき。引抜きは難しく刈り払
いは効果がないので、シャベルで掘りとること。

20 対策優先種 イネ
シナダレスズメガヤ（ウ
イーピングラブグラス、セ
イタカカゼクサ）

Eragrostis
curvula

定着
全県の河川沿いや路傍にすでに広く
分布する

河川敷 ◎ ○ 〇 ○

県内では山岳道路から平野の河川敷・道路沿いまで極めて広い分布域をもち、全域での駆除は難しい
と考えられる。株が硬く大きく、また群生するため、駆除には労力と時間が必要。河川敷では重機の使
用が推奨され、道路や付帯設備に繁茂している場合は、道路維持工事により除去しないと完全な駆除
は難しい。

21 対策優先種 イネ オオクサキビ
Panicum
dichotomiflorum

定着
群生することはまれであるが、全県的
に拡散している。

湿地、休耕田、水田、河畔 〇 〇 〇 ○
分布域が広いので全域での駆除は難しいと考えられる。一年草で地下部の発達がよくないので、引抜
は容易なほうである。ただし、在来種のヌカキビと似ているので識別が必要。

22 対策優先種 イネ
キシュウスズメノヒエ（カリ
マタスズメノヒエ）

Paspalum
distichum var.
distichum

定着
玉村町以東の平野部では、水田雑草
となるほど定着している。

平野部の水田、休耕田、湿地 ◎ ◎ △ ○
世界に広がる水田の強雑草で、水面上や水田に密生する群落を作り、再生能力が極めて高く、根茎を
深く張るため除草剤は効かない。広域分布し農業被害、水流妨害を起こしている。全面駆除方法はない
ので、重要地点での掘削除去しか効果的な方法はない。

23 対策優先種 イネ チクゴスズメノヒエ
Paspalum
distichum var.
indutum

定着
玉村町以東のの池沼や放棄水田に入
り雑草化している。このほか富岡市大
塩湖でも定着している。

平野部の池沼、湿地、休耕田 ◎ ○ △ ○
河川に沿った分布をする場合は水系単位の駆除計画が必要。また、水田や溜池にも生育するため、集
落単位での一斉駆除が望まれる。水面上や水田に密生する群落を作り、再生能力が高いため、駆除に
は多大な労力と時間を要する。

24 対策優先種 イネ
セイバンモロコシ（ジョン
ソングラス）

Sorghum
halepense

定着
前橋・桐生以南の平野部の路傍等に
普通。幹線道路に沿って富岡や渋川
でも確認されている。

河川敷 〇 △ 〇 ○

多年草で牧草利用のため大量に拡散されたので、まずはこうした利用地から逸出しないよう対策を見直
す必要がある。広域に分布域するため完全駆除は望めないが、重要地点での駆除で効果があがる。引
き抜き駆除が可能（複数年必須）で、刈り払いは効果がない。国道沿いに増加中なので、国道での駆除
が先決。

25 対策優先種 ケシ
白山などの高山帯のコマ
クサ

Dicentra
peregrina

定着

本来のコマクサ分布域の草津白根山
のほか、日光白根山、野反湖などで
意図的に播種され、自然繁殖してい
る。

草津白根山（特に在来タイプが
存在する地点）

〇 △ △ ○
関係者の認識に混乱があるため、外来個体と在来個体が混在している。在来個体については、科学的
な根拠に基づいた保全ができるよう、関係者の合意形成が必要。

26 対策優先種 キンポウゲ セリバヒエンソウ

Delphinium
anthriscifoliu
m

定着

前橋市近郊で広がっているほか、榛
名山西麓などでも群落を形成してい
る。都市域よりもむしろ郊外や中山間
地で広がりやすい。

早春季植物の生育地 ◎ △ ○ ○
分布域が広いので全域での駆除は難しいと考えられる。地下部は発達せず、花が目立つので駆除作業
は容易。

27 対策優先種 マメ
イタチハギ（クロバナエン
ジュ）

Amorpha
fruticosa

定着
全県の山岳道路や河川沿いにすでに
広く分布する。

山岳道路法面、河川敷 ◎ △ △ ○
緑化用・観賞用に意図的に導入され全国各地で繁茂している。人為的攪乱地（工事、残土、河川敷な
ど）に速やかに侵入し広く分布するため、まずは当該地の特定と監視が必須。低木で広い範囲に無性繁
殖個体を作るため、除去には機械と除伐に慣れた作業員が必要。

28 対策優先種 マメ エニシダ（エニスダ）
Cytisus
scoparius

定着 群馬では山岳道路の法面に限定的。 尾瀬（拡散する兆候はないが） 〇 △ △ ○
低木で多数の分枝を出すため、除去には機械と除伐に慣れた作業員が必要。まずはこうした外来種を
法面緑化に用いないよう見直す必要がある。

29 対策優先種 マメ
ハリエンジュ（ニセアカシ
ア）

Robinia
pseudoacacia

定着 全県に普通。 ダム、河川敷、雑木林 ◎ ◎ ◎ ○

河川敷での駆除は、国土交通省と県市町村の連携による広域協議会方式が必須。木本でありながら萌
芽再生をするので、5年ほど連続で伐採し材を移動処分しなくてはならない。畑地でなく公有地である河
川敷に侵入した個体は産業利用の権利はないが、利用できると誤解されているので周知徹底が必要。
河川敷に侵入した個体は枝が棘だらけなので、野外アクティビティや駆除作業で怪我人が多数出るおそ
れがある。

30 対策優先種 マメ

外来クサフジ類（ビロード
クサフジ（ヘアリーベッ
チ、シラゲクサフジ）、ナヨ
クサフジ（スムーズベッ
チ））

Vicia villosa
ssp. vaillosa 、V.
villosa ssp.
varia

定着
南部の平野部のほか、沼田市や川場
村からも記録がある。

河川敷 ◎ △ △ ○
つる性で、密生するため、駆除作業に多大な労力を要する。つるが伸び始める前に駆除することが重
要。

31 対策優先種 ニガキ ニワウルシ（シンジュ）
Ailanthus
altissima

定着

利根川本川では、月夜野町以南の河
川沿いにすでに広く分布する。また路
傍に沿って平野部全域に広まってい
る。

河川敷 ◎ △ △ ○
天蚕のエサとして意図的に導入され全国各地で繁茂している。河川敷での駆除は、国土交通省と県市
町村の連携による広域協議会方式が必須。木本でありながら萌芽再生をするので、なくなるまで繰り返
し伐採しなくてはならない。
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